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　まえがき
　ハードボードには，補強用サイズ剤としてフェノー
ルレジンが現在広く使用されているが，最近発達して
きた乾式法においては，このフェノールレジンの果す

役割は特に重要で

あり，不可欠の補

助原料となってい

る。

　湿式法と乾式法

では，ホットプレ

ス時のパルプ含水

率が著しく異るの

で，フェノールレ

ジンの性質もまた

夫々の製造法に合

致したものを選択

しなければならな

い。

　現在，乾式用の

フェノールレジンを市販しているメーカーは一社だけ
であるが，需要の増加にともない，数社が試作を開始
したので，下記三社の乾式用レジンを用いてハードボ
ードを製造し，その性能比較試験を実施したので報告

第 1表 　供試フェノールレジンの性状

注：メーカーの提出資料による。

　　　　　　　　　　　第 2表 　 ハードボードの製造条件
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する。

　試験方法

1． パルプ原料

　パルプは北海道産ミズナラ及びシナノキ剥皮小径材

を原料とし，バウァー法により調製した。

2． 供試フェノールレジン

　市販の大日本インキ化学工業㈱のフォラサイト

5100，住友ベークライト㈱の試作品ＰＲ-19-1-4 及び

東洋高圧工業㈱の試作品 ＸＬ-124 の３種類について

試験した。これらのレジンの一般性状は第１表の通り

である。

3． ハードボードの製造

　前記３種のフェノールレジンの添加率を変数として

第２表に示す製造条件で 91×182ｃｍ× 3.5ｍｍのハ

ードボードを製造したが，フェノールレジンはリファ

イナーのチップ供給口からチップと一緒に滴下し，添

加量は１,２,３及び４％の４水準を目標とし，その濃

度は添加液量を一定にするため，夫々５，10，15及び

20％ とした。

　試験装置規模は乾材 250～300 kg/hrであり，グレ

ンコ型クッカー，36吋バウアーダブルディスクリファ

イナー，パルプ気

流乾燥機，吸引型

フェルター及び

１ｍ×２ｍ×1000

トン10段ホットプ

レスが試験装置の

主体である。

4． サンプリング

　及び材質試験

　同一製造条件で

約１時間連続運転

し，定常状態に達

した後，ホットプ

レスの６段目のボ

ードから ＪＩＳ  Ａ

5907-1961 に則っ

て試験片を採取

し，材質試験を行

った。

　試験結果及び考

察

　試作ハードボー

ドの材質試験結果

を第３表及び下図に示す。ミズナラについては２回繰
返した試験結果の平均値である。
　以上のデータについて分散分析によりＦ検定を行
い，寄与率を求めたが，その結果を要約すれば次の通
りである。
  1． 供試フェノールレジン３者の間には有意差が認
められず，補強用サイズ剤として品質上の優劣は存在

フェノールレジン添加率の影響について

　第 3表 　ハードボードの材質試験結果
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しない。
　2． フェノールレジンの添加率はハードボードの曲
げ強さに対して高度に有意であり，その寄与率は，ミ
ズナラの場合 71.5％，シナノキの場合 60.3％であ
った。
　3． ハードボードの吸水率に対してもフェノールレ
ジンの寄与率は高度に有意であり，その寄与率は，ミ

ズナラの場合 76.6％，シナノキの場合 89.4％であ
った。
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